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【学修到達目標】

• 「マチュ・ピチュ」の概要と登録内容について説明でき
る

• 「ウルル、カタ・ジュタ国立公園」の概要と登録内容に
ついて説明できる

• ウルル登山禁止の背景を説明し、今後のウルル観光につ
いて自分の考えを述べることができる

【目 的】

 テキスト第6章より「マチュ・ピチュ」、「ウルル、カ
タ・ジュタ国立公園」のOUVについて理解する。

 「ウルル、カタ・ジュタ国立公園」のウルル登山禁止の背
景とこれからについて自分の考えを述べることができる。



第11講 海外の文化遺産（南米・オセアニア・アフリカ）

テキスト 第6章（p.125～134 ）

6-1 アメリカ大陸の文明①
マチュ・ピチュ
チチェン・イツァの古代都市

6-2 アメリカ大陸の文明②
ラパ・ニュイ国立公園
コパンのマヤ遺跡

6-3 東アジアの変動
北京と瀋陽の故宮
フエの歴史的建造物群

6-4 アフリカの諸王朝
伝説の都市トンブクトゥ
大ジンバブエ遺跡

6-5 オセアニア
ウルル、カタ・ジュタ国立公園
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マチュ・ピチュ（ペルー・1983年登録）

登録基準 （１）（３）（７）（９） 複合遺産

文化遺産 自然遺産

1911年にアメリカ人歴史学者ハイラム・ビンガムに
よって発見されたインカ帝国の「空中都市」遺跡。
毎年「日本人が選ぶ、死ぬまでに行きたい世界遺
産」トップ３には入る人気の世界遺産である。

主な建造物

大塔と陵墓 「太陽の神殿」とも呼ばれる大塔は、東側の窓が冬至の
日の出の方角に面しているため、歴を知るために造られ
たと考えられている。地下の三角形に築かれた洞窟から
は、数体のミイラも発見された。

インティワタナ 「太陽とつなぐもの」という意味で、日時計または太陽
の儀式を行っていた場所と考えられている。

王女の宮殿 大塔の隣にある二階建ての建造物で外階段を持つ。

コンドル神殿 コンドルをかたどった大きな平石のある神殿で、牢獄と
しての機能も備えていたとされる。

出典：UNESCO World Heritage Centre World Heritage List 
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マチュ・ピチュ 文化的価値

歴史：インカ帝国の面影を残す謎の空中都市

ペルーの南部、アンデス山脈にある「マチュ・ピチュ」（ケチュア語で「老いた峰」）は、
インカ帝国の都市遺跡で、標高2400ｍ以上の高地に築かれた。ワイナ・ピチュ（若い峰）と
の間に挟まれた尾根部分に都市が誕生したのは15世紀半ばといわれている。1533年、最後の
皇帝アタワルパがスペイン人によって処刑され、実質的な終焉を迎えるのと前後して、マ
チュ・ピチュも放棄された。
当時、スペイン人の間に滅ぼされたインカ帝国の皇族の一族や残党たちがスペインに反逆す

るため、山中に「ビルカバンバ」という都市を築き、そこに数えきれないほどの財宝を集めて
いるという噂があったが、発見されなかった。
1911年、インカ帝国の首都クスコの調査をしていたハイラム・ビンガム（アメリカ人歴史

学者）が、先住民の手引きによりある山へと向かいマチュ・ピチュを発見。ビンガムはこの遺
構がビルカバンバと確信し世界へ発信したが、この地はビルカバンバではないとの見解が現在
有力となっている。

高度な文明のもとで計画的に建設された空中都市

総面積約5㎢にわたるマチュ・ピチュの都市部分には、トウモロコシ
やジャガイモなどの畑も作られ、かんがい施設が充実している。また、
狭い敷地内に水路や16カ所もの水汲み場が設けられている。車輪や製
鉄技術を持っていなかったにも関わらず、花こう岩を見事に切り取り、
山頂まで運び宮殿や神殿を建設しており、これらの建築物からもインカ
の文明度の高さをうかがい知ることが出来る。
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マチュ・ピチュ 自然的価値

総面積約326㎢の遺跡一帯には、
手つかずの自然が残る

インカ帝国の都市の殆どは、
スペイン軍によって破壊さ
れており、マチュ・ピチュ
のように人の手が殆どは要
らないまま現存する遺構は
非常に貴重である。

アンデスイワドリ
（絶滅危惧）

メガネグマ
（珍獣）

アンデスイワドリ | 鳥の図鑑 (torinozukan.net)

https://whc.unesco.org/en/list/274/video/

補助教材

https://torinozukan.net/andesuiwadori.php
https://whc.unesco.org/en/list/274/video/


第11講 海外の文化遺産（南米・オセアニア・アフリカ）

ウルル、カタ・ジュタ国立公園（オーストラリア・1987年登録）

登録基準 複合遺産

文化遺産 自然遺産

（５）（６）（７）（８）

豪の雄大な一枚岩「ウルル」をドローン撮影 - YouTube

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&id=6E09A3D2C54B9C47FC8AF260E579E342D30294AB&thid=OIP.hEwkFXh8Wnu1fGaQb8SYjwA

AAA&mediaurl=http%3A%2F%2Fpds.exblog.jp%2Fpds%2F1%2F200803%2F25%2F63%2Fc0000263_2325965.gif&exph=398&expw=449&q=%e3%82

%a8%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%82%ba%e3%83%ad%e3%83%83%e3%82%af+%e3%83%9e%e3%83%83%e3%83%97&selectedindex=99&ajaxhist

=0&vt=0&eim=1,2,6

オーストラリア大陸の中央部アリススプ
リングスにある「ウルル、カタ・ジュタ
国立公園」は、巨大な一枚岩であるウル
ル（エアーズ・ロック）と、カタ・ジュ
タ（オルガ山）と呼ばれる大小36個の巨
石群を中心とする国立公園である。
ウルルとは、アボリジニの言葉で、「日
陰の場所」を意味し、カタ・ジュタは、
「たくさんの頭」という意味である。

補助教材

https://www.youtube.com/watch?v=Ojv48_zMHuk


出典：UNESCO World Heritage Centre World Heritage List 
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ウルル、カタ・ジュタ国立公園

カタ・ジュタ ウルル

地域周辺は、4-5万年前から生活をし
ている先住民族アボリジニのアナン
グ族によって「聖地」として崇めら
れてきた。

国立公園の総面積1325㎢
1958年に国立公園に制定
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ウルル、カタ・ジュタ国立公園

なぜ、この地で巨大岩が誕生したのか？

およそ6億年前の造山運動と、その後の地殻変動を経て、本来水平だった堆積層に
圧力がかかり、垂直にねじれて地表に姿を現した。その後、浸食と風化に耐えて
残った部分が現在のウルルである。岩の表面に刻まれたいくつもの線は、海底時
代の地層を表している。
周囲約9㎞、高さ348ｍ、全長3400ｍで世界第2位（1位はオーストラリア マウン
ト・オーガスタ）の一枚岩だが、地上部分は岩全体の1/3にすぎない。

エアーズ・ロックからウルルへ

エアーズ・ロック・・・1873年にこの地を訪
れたウィリアム・ゴス（イギリス人探検家）
が当時の、サウスオーストラリア植民地総監
ヘンリー・エアーズにちなんだことからエ
アーズ・ロックと呼ばれた。

1958年にオーストラリア政府にこの一帯が
収容され、同年に国立公園に制定。
その後、1976年アナング族が返還を要求し、
9年にわたる裁判の結果所有権を返還。同時
に99年間の借り受け契約を締結（2084年ま
での土地の借受契約）。
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ウルル、カタ・ジュタ国立公園

観光客の目的
ウルル山の登頂

アナング族は、登頂を禁止する権利を持
つが、観光客のもたらす収入は、アナン
グ族にとっては今や生活の支えでもある。

アボリジニナル・アート

文字を持たないアボリジニにとっては、絵を描くこ
とでコミュニケーションをとってきた。大自然のな
かで狩猟や採集生活をしていたため、情報の記録・
伝達として「絵」が使われていたが、今ではアート
として世界中から人気を集めている。

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=bKIjYTFX&id=DD28FE175166F65DE4C8B54F9D5F632DC3C617BF&thid=OIP.bKIjYTFXEBWekKQ-

x_fLJwHaFj&mediaurl=https%3A%2F%2Flivedoor.blogimg.jp%2Fkokinora%2Fimgs%2F5%2F2%2F52a90350.jpg&exph=375&expw=500&q=%e3%82%a2%e3%83%9c%e

3%83%aa%e3%82%b8%e3%83%8b%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%88&simid=608037992497696490&form=IRPRST&ck=52F5BA1FF978736C88E6725EFD83017F

&selectedindex=4&itb=0&qpvt=%e3%82%a2%e3%83%9c%e3%83%aa%e3%82%b8%e3%83%8b%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%88&ajaxhist=0&ajaxserp=0&vt=0

&sim=11
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ウルル、カタ・ジュタ国立公園

そもそも、アナング族にとってなぜウルル、カタ・ジュタが聖地なのか？

アナング族に伝わる神話によると、これらの岩山には「夢の時代」に世界を想像した偉
大な祖先の魂が眠っているという。「夢の時代」とは、山や川を創り、動物や植物を生
み出したとされる時代をいう。
アボリジニによれば、この時代を生きた祖先や動物たちが通った道は、オーストラリア
全土に広がり、大陸の中心であるウルルで交わっている。そして、世界を創造し終えた
先祖たちは、ウルルやカタ・ジュタのような場所に引きこもったと信じられており、そ
のため、この岩山は祖先の魂が眠る「聖地」となった。

オーストラリア大陸の中心にウルル、カタ・ジュタ＝「地球のへそ」
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ウルル、カタ・ジュタ国立公園

現在のウルル、カタ・ジュタは・・・

ウルル登山

政府とアナング族の協議の末、2019年10月26日をもって完全禁止

https://www.bbc.com/japanese/50178174補助教材

毎日新聞you tube

https://www.bbc.com/japanese/50178174
https://www.youtube.com/watch?v=91Xa-B7AecM


第11講 海外の文化遺産（南米・オセアニア・アフリカ）

ウルル、カタ・ジュタ国立公園

過去には、日本人男性がウルル登山中に死亡する事故も起きている。現
在でも年間25万人もの観光客が訪れる。
なかでもウルル、カタ・ジュタ国立公園を訪れる日本人観光客の多くは、
「登山」目的であり、今後日本人の訪問数が減少するのではないかと警
戒されている。

「登拝」の文化を持つ日本人にとって、「登山」への執着心は強いのか？
そもそも、「登山」が出来なくなると「観光地」として価値が下がるのか？

世界遺産「ウルル、カタ・ジュタ国立公園」は誰のものなのか？
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課 題

（１）ワークブック 第6章「アメリカ、アフリカ、オセアニア
の文明と東アジアの変動」

レポート課題（発展的課題）
（２）ウルル登山禁止について、保護と観光活用の観点からあ
なたの考えをレポートにまとめなさい。


